
(管理規則第３条実施要領　別紙様式) Ｎｏ.(1)

Ⅰ　福山市

Ⅱ　中学校区

Ⅲ　自　校

〈児童生徒〉

〈授業〉

・単元の中でつけたい力を意識した，授業展開を行う。
・「説明を聞く」「考える」「まとめる」「振り返る」など，学習活動にメ
リハリをつけ，生徒の活動の時間を設定する。

疑問に思ったことから
課題を設定し，生活体
験や既習事項，収集し
た事項を根拠にして解
決し，新たな課題を発
見している。

生活体験や既習事項から
適切な理由や根拠をもと
に，自分の考えを持ち，
目的や意図に応じて，論
理的に説明をしたり，適
切な方法を選択したりし
て表現している。

相手を思いやることの
大切さに気付き，相手
の立場を尊重し，行動
している。

集団の中で，相手や場
の状況に応じて，自分
でより高い目標を持
ち，自分から行動して
いる。

生活や実社会と関連付
けた課題を設定し，生
活体験や既習事項，収
集した事項を根拠にし
て解決し，新たな課題
を見つけている。

生活体験や既習事項か
ら判断の根拠や理由を
示しながら自分の考え
を述べたり，情報を他
者と共有しながら，必
要な選択し，表現して
いる。

集団の中で，相手や場
の状況に応じて，自分
でより高い目標を持
ち，粘り強くやり抜く
ことができるように行
動している。

仲間とともに，何かを
成し遂げた成功体験を
もとに，人と人とのつ
ながりの中で，助け合
い励まし合って行動し
ている。

～課題発見・解決学習と協働の学びを通して～
主体的に学び，思考力・判断力・表現力を高める授業づくり

道徳

○単元でつける力を系統立てて指導し切れていない。
○自分の考えを論理的に表現する力をつけきれていない。
○自信を持って自分の考えを発表する生徒が少ない。

○基礎学力の定着が弱い。特に理科，数学，英語に課題が見られる。
○概ね落ち着いた学校生活が送られているが，時間管理や服装など自
   己指導能力に欠ける生徒が見られる。
○生徒自ら課題を解決しようとする自治的な活動が弱い。

めざす授業の姿

現　状

豊かな知性・人間性を持ち，判断力・実践力のある生徒の育成

研究

教科等

主題・
内容等

課題発見・解決力　 思考力・判断力・表現力　 主体性・積極性　 共感力

自ら考え，学び，自尊感情の高い生徒

・全体計画（年間指導計画一覧表）に基づく「見せる・見る授業」を実施する。
・書く活動を１時間の授業の中に位置づける。
・自尊感情を高める取組を継続する。
・レーダーチャートを活用し学級力を高める取組をする。（年４回アンケート実施）

・家庭学習がんばり週間後の漢字確認テストを校区３小学校で作成・実施する。

課題発見・解決力
思考力・判断力・

表現力
主体性・積極性 共感力

(21世紀型“スキル＆倫理観”)

めざす子ども像
(義務教育修了時の姿)

ミッション

学校教育目標

・力量ある教職員の育成
・地域行事への参加等により地域
を愛する児童生徒の育成

・思考力・表現力が弱い。
・自尊感情の低い児童生徒が固定
化している。
・欠席率は低いが，体力向上がで
きていない。
・目的意識をもった地域行事等へ
の参加が不十分である。

確かな学力と豊かな心を備え，物事を深く考え行動する生徒を育成する
ことで，地域の信頼に応える。

中学校区として
統一した取組等

育成する力
(21世紀型“スキル＆倫理観”)

めざす
子ども像

１年

２・３
年

2017

前年度学校関係者評価の主な内容 児童生徒の現状 育成する力

最終更新日

編成し，日々の授業を中心として評価・改善を進めながら，子どもたちの確かな学びを実現している。

(平成 年度)29 学校校番中学校区大門 福山市立 大門中

　　　　201８年(平成３０年)２月２8日

ビ ジ ョ ン 　「福山１００ＮＥＮ教育」の基本理念のもと，各中学校区・学校が「２１世紀型“スキル＆倫理観”」の育成に向けた特色ある教育課程を

学校評価自己評価表 25

ミッション 　福山に愛着と誇りを持ち，変化の激しい社会をたくましく生きる子どもを育てる。

年度

1



(管理規則第３条実施要領　別紙様式） Ｎｏ.(2)

□服装チェックで，ノー違反率
は，ネーム９８％，ネクタイ９
９％で
達成率１０４％だった。
◎点検の際は，身だしなみを意
識することができているが，普
段の生活での定着にはまだ課題
がある。

3 4 3

○生活委員を中心に，学級委員や班長も
声をかけるなど，生徒が率先して動くよ
うにする。

□地域ボランティアに参加した
生徒は１８２人で，達成率１８
２％だった。
◎ボランティア活動に参加し，
地域の方から認められることで
やりがいを感じている生徒が多
い。

4 5 5

○ボランティア参加の呼びかけを早めに
行うことで，参加者を増やす。

□授業公開した教員は，21/21
で達成率１００％だった。
◎育成する“力”の実現をめざ
した授業を工夫している教員
は，９０％だった。 3 4 4

○授業観察週間の設定や，観察するグ
ループの編成を工夫して，授業観察の交
流が授業改善に生かせるようにする。

□退校時間は，昨年度に比べて
４６分早くなり，一斉退校時間
１７時３０分の達成率は54%
だった。
◎主任会を毎週末実施すること
で，先を見通した業務を行うこ
とができた。

3 2 2

○主任会で確認した内容を全体に提示し
たり，学年会を実施することで見通しを
もった業務ができるようにする。

□学校だよりは，２２号発行で
達成率６３％だった。
「自分はまわりから認められて
いる」と回答した生徒は，７
９％
達成率１１３％だった。
◎生徒の頑張りを積極的に紹介
することで，「自分はまわりか
ら認められている」と回答した
生徒は増えた。

4 3 3

○学校朝会や生徒朝会などで，生徒会以
外の生徒の発表する場面を設定する。

□１０月　11/11
　１１月     8/11
　１２月     8/11
　　１月　  7/11
達成率８２％だった。
◎同じ生徒の遅刻が続き，遅刻
して登校した生徒は職員室へ報
告に来るなど取り組んだが，な
かなか改善が見られなかった。

3 3 4

○家庭とも連携し，連続した遅刻をしな
いようにする。また，時間を守ることの
大切さを再度確認する。

□２学期・３学期で，見る研修
を，１人２回１００％実施し
た。
◎２１世紀型“スキル＆倫理
観”の育成が図られているか，
観察者は観察票を基に授業者と
交流して授業改善に生かした。

3 4 3

○授業観察の視点を明確にすることで，
生徒につけたい力をどのように育成して
いくかを，具体的に交流していく。

□２学期，生徒アンケートの結
果は，次の通りだった。
学年・学級の課題に意欲的に取
り組んでいる生徒は９０％，委
員会活動に意欲的に取り組んで
いる生徒は９３％，達成率１３
０％だった。
◎委員会の目標を毎月掲示し，
意欲的に取り組んだクラスを表
彰した。

4 5 5

○委員会活動の内容を，生徒会を中心に
自分たちで工夫して考えさせる。

□評価指標を達成したクラス
は，次の通りだった。
２学期中間　　期末
 5/11           9/11
達成率８８％だった。
◎定期試験の５教科の学年平均
は次の通りだった。
１年　　２年　　３年
62.1 　57.8  　59.7
平均　59.9点

3 3 3

○定着度確認テストの結果から，各教科
の課題を明らかにして，補充学習や課題
プリントに取り組ませる。

□２学期定期試験の
　　　通過率　　無答率
国語　　46%     13%
社会       50%     17%
数学       55%     21%
理科       32%     17%
英語       45%     13%
達成率　９１％  ３１％
だった。
◎授業の振り返りを，論理的に
記述できるように時間設定をし
た。

3 2 3

○授業の中にグループ思考の時間を意図
的に設定して，発表者を指名すること
で，発表者が固定しないように取り組
む。

保護者・地域
から信頼され
る学校経営

4

年間の行事や
日々の学活の
充実に図る。

確かな授業力
と専門性を高
める教職員

4

継
続

家庭学習時間
を確保するこ
とで学力の定
着を図る。
【思】

月別の重点目
標に位置づけ
るなど,学習時
間のチェック
体制を充実さ
せる。

継
続

★
新
規

授業の中に発
表及び記述の
場面を設定す
ると共に定期
試験等に思
考・記述を問
う問題を作成
する。

授業交流週間
等を設置する
中でお互いに
「見る・見せ
る」の研修を
実施する。

課題を解決す
る過程で,自分
の考えを論理
的に発表及び
記述できる生
徒を育てる。
【思】

主体性・積極
性の育成

継
続

自己の健康管
理と体力の向
上に取り組む
生徒の育成

★

服装チェックで
のノー違反率９
５％以上。

無遅刻達成日
等を公表する
など意識を
もった取組を
充実する。

無遅刻達成日数
が授業日数の６
０％以上。

生徒が「課題
発見・解決す
る学習」を意
識した単元構
成の授業を行
う。

全体計画の重点
単元の授業を他
の教員に１回以
上公開する。

意欲を持って
自治的な活動
ができる生徒
を育成する。
【課】

生徒アンケート
「学年・学級の課
題及び委員会活動
に意欲的に取り組
んでいる」を
70％以上

学校だよりを
発行する中で
生徒の頑張り
に気づく機会
を設定する。

自尊感情が高
まった生徒を
育てる。
【主】【共】

学校だよりを年間
３５回以上発行。
生徒アンケート
「自分がまわりか
ら認められてい
る」を70％以
上。

意欲的に目標
管理に取り組
む生徒を育成
する。【主】

授業力向上に
むけ，生徒が
意欲的に取り
組む授業づく
りを行う。
【課】

定期試験の思
考・記述を問う
問題の通過率５
０％以上,無答率
５％以下。

日常的に教員の
授業を見る研修
を１人３回以上
設定する。

家庭学習時間９
０分以上する生
徒を７０％以上
達成の学級数が
8/11以上。

基礎学力の定
着と思考力・
判断力・表現
力の育成

評価基準

[達成評価の評価基準] [総合評価の評価基準]

新
規

継
続

新
規

継
続

新
規

★

★

自ら進んで地
域貢献ができ
る生徒を育て
る。【共】

地域ボラン
ティアや地域
行事に参加で
きるシステム
を確立する。

地域ボランティ
アや地域行事に
参加できる生徒
をのべ１００人
以上。

□地域ボランティアに
参加した生徒は１３９
人で，達成率１３９％
だった。

□服装チェックでの，
ノー違反率は，ネーム
９８％，シャツだし９
９％で達成率１０４％
だった。

仕事のスピー
ド化，効率化
を意識した業
務を行う。
【課】

保護者や地域
とともに規律
や安全が守ら
れている学校
づくりを行
う。【主】

服装等の身だ
しなみ及びい
じめなどのな
い環境づくり
を行う。

□学習時間の評価指標
を１年１２０分，２・
３年１８０分以上する
生徒を６０％以上達成
に変更して取り組み，
１学期中間     期末
　５/11　   ９/11
達成率８８％だった。

６０％以上８０％未満の達成度

４０％以上６０％未満の達成度

5

4

3

2

目標を大幅に達成し，十分な成果をあげた。

４０％未満の達成度

ある程度目標を達成できた。

あまり目標を達成できなかった。

目標を達成できなかった。

１００％以上の達成度

８０％以上１００％未満の達成度

十分に目標を達成できた。

概ね目標を達成できた。

取組の目的に対する共通理解が認められ難く，状況の変化，問
題が生じた際の協同的な課題解決があまり図られなかった。

取組の目的に対する共通理解が認められず，状況の変化，問
題が生じた際の協同的な課題解決が図られなかった。

1

4

3

2

1

目標を概ね達成し，望ましい成果をあげた。

目標をある程度達成し，一定の成果をあげ
た。

目標を下回り，成果よりも課題が多かった。

目標を大きく下回り，成果が認められなかっ
た。

プロセス

評価

4

3

2

1

福山市立

□指標に係る
　取組状況
◎短期（中期）経営
　目標の達成状況

中期経営目標
重
点

分
類

短期経営目標
目標達成に
向けた取組

年
目

Ⅳ　目標・取組及び評価指標等の設定と評価

取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ，状況の変
化，問題が生じた際は，協同的な課題解決が十分に図られた。

取組の目的に対する共通理解が認められ，状況の変化，問題
が生じた際は，協同的な課題解決が概ね図られた。

取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ，状況の変
化，問題が生じた際は，協同的な課題解決がある程度図られ

達成

評価

4

1

2

学校大門中

評点

5

評価基準

[プロセス評価の評価基準]

評点

5

評価基準 評点

総合

評価
改善方策

中間評価（10月１日） 最終評価（２月末）

改善方策 プロセス

評価

達成

評価

評価指標
□指標に係る
   取組状況

退校時間を意
識した業務を
行う。

退校時間を前年
度平均３０分以
上早めるととも
に一斉退校時間
17時３０分を厳
守。

□１学期定期試験の
　 　  通過率　 無答率
国語　  46%　 20%
社会 　 51% 　23%
数学 　 69% 　  7%
理科  　39%    17%
英語 　 41%    20%
平均　  49%    17%
達成率 ９８％ ２９％
だった。

□１学期, 見る研修は，
１人２回１００％実施
した。

□１学期，生徒アン
ケートの結果は，学
年・学級の課題に意欲
的に取り組んでいる生
徒は８６％だった。ま
た，委員会活動に意欲
的に取り組んでいる生
徒は９２％, 達成率１２
７％だった。

□学校だよりは，１０
月１日現在１２号発行
で達成率３４％だっ
た。
１学期「自分はまわり
から認められている」
と回答した生徒は，７
２％　達成率１０３％
だった。

□４月　11/11
   ５月　11/11
   ６月　  ９/11
   7月     ７/11
   ９月　 ９/11
達成率８５％だった。

□授業公開した教員は
9/21で達成率４８％
だった。

□退校時間は，昨年度
に比べて１１分遅くな
り，一斉退校時間１７
時３０分の達成率は５
４％だった。

3

4

3

3

3

○試験期間中に，質問教室や補
充教室を開いて，学習につまづ
いている生徒への手立てをし，
家庭学習で取り組む内容を提示
する。

3 2

○授業の中で，じっくり考える
時間を設定して，字数指定で解
答させたり，キーワードを使っ
て解答させる問題に取り組ませ
る。また，自ら調べたことをレ
ポートする課題に取り組ませ
る。

3 4

○見せる授業では，分かりやす
い授業にするための工夫点を観
察者に提示する。

4 5

○学級の課題を班長会で話し合
わせたり，学年の課題を学級委
員会で考えさせて，自分たちで
課題が解決できるように仕組
む。

3

○生徒の頑張っている様子を写
真で掲示したり，通信で生徒の
声を積極的に紹介することで，
お互いの頑張りに気づく機会を
増やす。

3 2

○主任会などで，予定を早めに
確認し，見通しをもって仕事が
できるようにする。

3 4

○学活での生活委員の点検で，
生徒への意識づけを図り，毎時
間の授業で教科担任が確認を行
う。

4 5

○ボランティアに参加した生徒
にはバッジを配付することで意
欲づけを行う。

3

1

○遅刻が続く生徒には，５日以
上で担任が面接し，改善が見ら
れない場合は学年主任・生徒指
導主事が面接を行う。

○教科会で，カリキュラム・
マップの目指す子ども像を意識
した授業づくりについて検討
し，授業展開の確認をする。

2


